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要旨 

 山口３２ｍの研究開始と同じ２００２年に、山口大学の電波天文学研究室は設立された。２０１１年度末で

設立１０周年となる。この１０年間に、山口３２ｍは単一鏡・VLBI 観測システムを備え、30m 以上の大口径

という有力な電波望遠鏡となった。研究スタッフは４名に増え、大学 VLBI 連携の拠点校となり、東アジア

VLBI への貢献を始めた。共著を含めると 10 編以上の論文を出版し、特にメタノール・メーザの研究の拠点

となった。４５人の卒業生（予定）、１５人の修士課程修了生、１人の博士を世へ送り出した。  

 現在、最も力を入れているのは大学 VLBI 連携の研究と、その発展としての東アジア VLBI 観測網の構築で

ある。また単一鏡の研究も電波再結合線や水メーザの観測などに取り組んでいる。 

 

 研究室 

発足から 10 年目を迎えた。ＶＥＲＡ・他大学・研究機関との連携、大学ＶＬＢＩ連携の中核的存在となっ

ている。東アジアＶＬＢＩにも貢献したいと考えている。その一つとして、国際シンポジウム「東アジアの最

先端天文学」を 12 月 17 日に開催した。構成員は、藤沢（教授）、輪島（助教）、新沼（特任助教）、杉山（学

術研究員）、Ｄ３＝１名、Ｍ２＝４名、Ｍ１＝２名、Ｂ４＝３名。研究内容はＡＧＮ、メタノール・メーザ、

電波再結合線などである。ほぼ毎日、遠隔操作で観測できる体制が整えられている。 

 山口３２ｍ電波望遠鏡 

利用開始から 10 年目となった。望遠鏡本体では追尾システムの更新が進行中で、今年度中にアンテナ制御

架（ＡＣＵ）と駆動電力増幅装置（ＤＣＰＡ）、角度検出機を新規装置に入れ替える予定である。これでエレ

クトロニクス部品の老朽化問題は解決できると期待される。次はバックストラクチャのさび落としと補修が必

須であり、これができれば当面安心して観測できる。水素メーザはＮＩＣＴから借用して利用している。今年

初めにオーバーホールして現在は順調に稼働している。２２ＧＨｚ化は４年を費やして、冷却受信機を製作し

た（宮村発表）。大阪府大小川研究室の支援を受け、ついに完成し、試験観測を行っている。広帯域ＶＬＢＩ

観測システムは導入が進行中である（木村発表）。試験観測を実施し、フリンジを検出した。 

 研究 

・ メタノール・メーザ 

大学ＶＬＢＩ連携を中心として研究を実施している（杉山発表）。大質量成形性領域の内部構造の研究、

内部固有運動を検出（ガス円盤の回転と落下）などの成果を挙げている。星形成領域で生じるバースト現

象は論文化した。単一鏡スペクトル観測も毎年実施している。短期強度変動の観測も昨年に続いて行って

いる（杉山、下村発表）。野辺山のバックアップ観測も行い、研究の幅が広がっている（志野発表）。 

・ ＡＧＮ 

VLBI 観測ではガンマ線ブレーザーの高エネルギー帯・電波 VLBI の同時観測、狭輝線セイファート１型

電波銀河、ブレーザーの短期強度変動観測などを行っている（輪島・石田・柳楽発表）。ＶＬＢＩ観測の

対象として、またＸ線・ガンマ線で注目されている数天体（3C111 など）について、山口 32ｍ単一鏡で

ＡＧＮのフラックスをモニター観測している。 

・ その他 

銀河中心領域を大規模に電波再結合線でサーベイ観測した（名越発表）。山口３２ｍ初の本格的な電波再

結合線観測となる。今後は全く新しい研究にも挑戦したいと考えている（新沼発表）。  


